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『
藝
術
新
聞
』
目
録
追
補

　
　
　
　
　
―
―
五
〇
四
号
・
五
六
〇
号
・
五
八
六
号
・
六
一
一
号
―
―

杲ひ
の
で　

　

由　

美　
（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
）

　
　
　
一
　『
藝
術
新
聞
』
の
意
義
と
既
存
目
録

『
藝
術
新
聞
』
は
、「
文
壇
の
趨
勢
其
侭
を
移
し
植
え
た
る
新
聞
紙
」（
創
刊
号

「
発
刊
の
言
葉
」　

大
正
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
）
を
標
榜
し
純
然
た
る
文
芸
新

聞
と
し
て
昭
和
戦
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
文
藝
時
報
』（
全
一
五
〇
号
）
の
後
継

紙
で
あ
る
。『
文
藝
時
報
』
の
号
数
を
継
承
し
た
一
五
一
号
（
昭
和
六
年
一
月
一

日
）
か
ら
紙
名
を
『
藝
術
新
聞
』
と
改
め
、
文
芸
の
み
な
ら
ず
芸
術
全
般
に
亘

る
情
報
を
盛
り
込
み
、
週
に
一
度
発
刊
さ
れ
て
い
た
。
文
学
・
美
術
・
演
劇
・

映
画
・
音
楽
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
す
る
本
紙
は
昭
和
戦
前
期
の
芸
術
界
の

動
向
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

『
藝
術
新
聞
』
を
所
蔵
す
る
機
関
は
限
ら
れ
て
お
り
、所
蔵
号
に
も
偏
り
が
あ

る
も
の
の
、
諸
氏
に
よ
る
調
査
及
び
所
収
記
事
目
録
の
作
成
が
行
わ
れ
、
そ
の

概
要
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
成
果
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

①
青
山
毅
「《
藝
術
新
聞
》
細
目
」（「
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
通
信
」
第
七
号
、

一
九
八
二
・
二
）　

※
杲
注
・
五
四
四
～
五
九
八
号
の
細
目
を
収
録

②
山
内
祥
史
「「
藝
術
新
聞
」
目
録
―
―
自
第
一
五
一
号
至
第
三
七
二
号
（
不

揃
）」（「
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
」
一
九
八
九
・
一
二
）

③
斎
藤
理
生
「「
藝
術
新
聞
」
目
録
―
―
自
第
五
九
九
号
至
第
六
三
二
号
（
不

揃
）」（『
阪
大
近
代
文
学
研
究
』
第
一
九
号　

二
〇
二
一
・
三
）

④
斎
藤
理
生
「《
資
料
紹
介
》「
藝
術
新
聞
」
目
録
―
―
自
第
六
三
三
号
至
第

六
七
四
号
（
不
揃
）」（『
阪
大
近
代
文
学
研
究
』
第
二
〇
号　

二
〇
二
一
・
三
）

①
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
五
四
四
～
五
九
八
号
の
細
目
な
の
で
、
①
～

④
を
合
わ
せ
て
一
五
一
～
三
七
二
号
、
五
四
四
～
六
七
四
号
の
内
容
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
残
る
三
七
三
～
五
四
三
号
の
所
在
は
不
明
で
あ

り
、
目
録
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
欠
号
は
多
い
。

こ
の
た
び
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
の
中

に
『
藝
術
新
聞
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
確
認
さ
れ
た
の

は
、
五
〇
四
・
五
六
〇
・
五
八
六
・
五
八
七
・
六
一
一
・
六
一
九
・
六
二
五
・
六
三

一
・
六
四
二
・
六
四
七
・
六
四
九
・
六
五
〇
・
六
五
三
・
六
六
八
・
六
七
二
号
の
合

計
十
五
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
前
記
目
録
①
③
④
に
未
採
録
の

五
〇
四
・
五
六
〇
・
五
八
六
・
六
一
一
号
の
内
容
を
紹
介
し
、
断
片
的
で
は
あ
る

が
、
目
録
の
欠
号
部
分
を
埋
め
る
作
業
と
し
た
い
。

細
目
の
記
述
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
方
針
は
「
五
百
八
十
四
号
迄
あ
る
巻
頭

の
時
評
、
署
名
の
あ
る
も
の
（
談
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
）、
な
ら
び
に
人

物
評
に
限
定
し
（
略
）
署
名
が
な
く
て
も
私
の
主
観
で
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な

い
と
判
断
し
た
も
の
は
、
採
録
」（
目
録
①
）
す
る
こ
と
、「
署
名
の
あ
る
文
章

に
限
定
し
て
紹
介
」（
目
録
②
）
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、目
録
③
④
も
「
各

面
の
最
初
に
記
載
さ
れ
た
無
署
名
の
記
事
に
も
、
で
き
る
だ
け
触
れ
る
」
こ
と
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以
外
は
①
②
の
方
針
に
倣
っ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
幅
の
許
す
限

り
、
内
容
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
記
載
記
事
の
見
出
し
を
全
て
列
挙
す
る
こ
と
と

す
る
。
署
名
・
無
署
名
の
別
に
拘
ら
ず
掲
載
記
事
を
網
羅
す
る
こ
と
で
発
行
当

時
の
芸
術
界
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
た

め
で
あ
る
。

な
お
個
々
の
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
特
に

注
目
す
べ
き
も
の
を
取
り
上
げ
、
本
稿
末
尾
に
簡
単
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
い
。

　
　
　
二
　『
藝
術
新
聞
』
細
目
（
五
〇
四
、五
六
〇
、五
八
六
、六
一
一
号
）

第
五
〇
四
号
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
六
日
　
一
二
面

上
野
の
盛
典　

盛
況
裡
に
前
期
第
二
部

第
三
部

を
終
り
奉
祝
展
愈
々
本
舞
台
！

　

前
期
入
場
者
総
計
十
一
万
名
に
及
ぶ	

一

寛
方
画
伯
仏
画
個
展　

印
度
調
日
本
調
融
合
の
妙	

一

奉
祝
展
審
査
主
任
玉
堂
波
山
両
氏
に
決
定

　

審
査
発
表
二
十
八
、九
両
日	

一

大
塚
工
芸
古
今
名
幅
陳
列	

一

中
村
塾
献
納
画	
一

就
任
に
際
し
て	

岸
田
国
士　

一

三
宮
様
の
御
台
臨
に
光
栄
の
美
術
協
会
展

　

総
裁
宮
南
郷
嬢
に
賜
謁	

二

日
本
人
形
社
作
品
公
募	

二

華
岳
個
展	

二

上
野
へ
の
第
二
陣
祝
展
第
一
部

第
四
部

搬
入
終
る　

搬
入
文
展
凌
駕
の
大
盛
況	

二

五
味
清
吉
展
青
樹
社
に
開
催	

二

親
善
人
形
贈
呈　

独
伊
両
大
使
夫
人
に	

二

玉
水
・
郷
陽
人
形
展	

二

小
林
彦
三
郎
氏
上
高
地
滞
在
中	

二

義
と
熱
の
知
己　

単
独
で
恩
師
の
建
碑　

芝
山
画
伯
の
熱
情

　

個
展
と
画
会
に
絡
る
挿
話	

三

彫
塑
家
懇
話
会　

近
く
結
成
の
運
び　

廿
二
日
各
団
代
表
者
談
合	

三

有
恒
画
伯
歌
舞
伎
装
置	

三

牧
野
虎
雄
氏　

新
作
個
展　

銀
座
資
生
堂
で	

三

工
芸
家
資
格
問
題　

関
係
各
方
面
賛
同　

京
都
府
最
後
の
断

　

官
展
偏
重
主
義
に
疑
問	

四

奉
祝
展
不
出
品
は
「
楠
の
若
君
」
が
原
因　

荻
生
天
泉
画
伯
の
大
犠
牲	

四

蒼
穹
賞
授
与
式
挙
行	

四

菊
屋
展　

下
旬
二
個
展　

吉
岡
憲
個
展　

安
倍
次
郎
吉
展	

四

人
形
展
Ｐ
Ｋ
人
形
ク
ラ
ブ	

四

時
局
を
反
映　

趣
味
の
人
草
風
画
伯　

戦
闘
帽
も
凜
々
し
く

　

モ
ン
ペ
の
一
隊
引
連
れ
て
活
躍	

五

奉
祝
展
出
品
犠
牲　

日
柳
燕
石
像
成
就　

星
光
氏
の
画
業
映
画
に
登
場	

五

小
早
川
氏
個
展	

五

文
壇
は
動
く　

全
文
壇
の
一
元
化
を
目
指
し　

日
本
文
藝
中
央
会
結
成

　

各
団
体
聯
絡
協
議
会
に
統
合	

六

少
壮
歌
人
蹶
起　

報
国
歌
人
会
結
成　

歌
壇
新
体
制
に
共
同
邁
進	

六

一
、
金
五
千
圓
也
を
貰
つ
て
く
れ
ぬ
苦
労　

お
使
番
深
田
久
彌
氏
弱
る	

六

中
響
演
奏　

日
比
谷
公
会
堂
で	

六

展
覧
会	

六

歌
壇
時
評　

変
貌
す
る
歌
壇	

福
田
栄
一　

七

俳
句
新
体
制　

日
本
的
伝
統
固
守　

俳
壇
統
合
第
一
歩



『藝術新聞』目録追補   ―― 五〇四号・五六〇号・五八六号・六一一号 ――29

明
年
度
劇
映
画
製
作
総
数
決
定	

十
一

幸
四
郎
・
吉
右　

梨
園
両
家
お
目
出
度
決
定	

十
一

阪
妻
病
む	

十
一

友
邦
共
楽
の
集
ひ　

お
国
自
慢
の
競
演

　

大
阪
市
興
亜
厚
生
大
会　

豪
華
版
『
国
際
厚
生
の
夕
』	

十
一

毀
誉
褒
貶	

十
二

第
五
六
〇
号
　
昭
和
一
七
年
四
月
四
日
　
一
二
面

時
評　

征
で
行
く
作
家	

一

文
化
翼
賛　

画
期
的
な
翼
賛
選
挙
に
文
化
人
の
浸
透
行
動

　

政
治
面
社
会
面
に
進
出
顕
著

　

社
会
教
育
面
文
化
翼
賛　

映
画
を
語
る
小
山
課
長	

一

国
民
の
使
命
把
握
に
日
本
国
史
決
定
版　

斯
界
の
権
威
を
委
員
に	

一

殊
勲
残
し
吉
積
少
将
情
報
局
を
去
る	

一

一
隅
よ
り	

一

再
燃
し
た
…
私
小
説
論
争
を
め
ぐ
つ
て

　

私
小
説
論
反
省	

伊
藤
整　

二

　

私
小
説
論
談
義	

丹
羽
文
雄　

二

　

私
小
説
に
つ
い
て	

渋
川
驍　

二

　

私
小
説
的
感
想	

堀
辰
雄　

三

　

文
学
者
の
功
罪	

上
林
暁　

三

消
息	

三

小
説
の
真
髄
（
上
）
―
―
文
芸
時
評
―
―	

外
村
繁　

四

俳
壇
協
力
会　

皇
国
精
神
の
発
揚
を
期
し　

京
都
俳
壇
廿
数
派
連
結	

四

文
芸
欄
締
出
し
に
季
刊
単
行
本
登
場　

編
輯
委
員
そ
れ
〴
〵
決
定	

四

評
論
家
協
会
推
薦	

四

　

無
季
、
新
傾
向
除
外
談
合
進
展	

七

文
藝
推
薦
三
作
残
る	

七

ト
ル
ス
ト
イ
卅
年
忌	

七

文
藝
中
央
会
声
明
発
表	

七

案
内　

劇
場　

舞
踊
・
音
楽	

七

詩
壇
時
評	

長
田
恒
雄　

八

管
轄
外
の
署
か
ら
思
は
ぬ
出
頭
命
令　

金
子
洋
文
氏
大
泥
棒
に
対
面	

八

大
阪
に
生
れ
た
文
化
向
上
運
動	

八

週
報　

自
十
・
一
七
至
十
・
二
二	

八

芸
能
報
国
へ　

本
月
中
に
結
成
の
国
民
文
化
聯
盟

　

審
議
委
員
一
般
か
ら
先
出	

九

演
技
座
「
放
浪
記
」
上
演	

九

河
内
山
宗
俊
上
演
を
禁
止	

九

定
員
外
入
場
者
取
締
厳
重	

九

十
一
月
狂
言　

歌
舞
伎
座　

有
楽
座	

九

外
映
の
動
き　

米
系
映
画
各
支
社
引
揚
げ
噂
取
消
す

　

法
人
社
員
新
体
制
協
力
表
明	

十

文
部
省
の
発
表
推
薦
理
由	

十

四
映
画
会
社
合
同　

資
本
二
百
五
十
萬
圓
に

　

大
宝
・
南
旺
・
宝
塚
・
東
発
各
社	
十

東
宝
超
特
作
和
製
コ
ン
ド
ル	

十

タ
ー
キ
ー
舞
台
へ	

十

新
国
劇
十
一
月
大
阪
へ	

十

各
館
収
入
調
べ　

有
名
映
画
は
一
日
い
く
ら
儲
け
る
？	

十

104050

名　

舞
台
の
人
気
者
に
技
芸
証
交
付
完
了

　

菊
五
郎
丈
は
二
千
六
百
番	

十
一
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小
林
彦
三
郎
氏
新
作
展	

七

大
日
展
同
人
に
常
岡
文
亀
氏
参
加	

七

紫
峰
版
画
展　

秋
保
鉄
太
郎
氏
作	

七

水
彩
画
推
奨　

記
録
展　

名
古
屋
で
開
催	

七

三
巴
会　

旗
上
げ
展	

七

十
画
伯
出
品　

三
春
展　

第
三
回
展	

七

花
道
展	

七

連
袖
会
展
短
評	

七

パ
ツ
セ
ル
画
展	

七

萩
谷
巌
個
展	

七

竹
房
齋
花
籠
展		

七

文
景
同
人
展	

七

飛
来
窯
芸
展	

七

清
風
会
竹
器
展	

七

茶
掛
茶
器
展	

七

鍛
金
協
会
展	

七

惺
齋
篆
刻
展		

七

親
燈
社
小
品
展	

七

新
院
展
受
賞
及
推
挙	

七

美
術
展
展
覧
会
評　

春
の
青
龍
社
展
評
（
一
）

　

―
―
鍛
錬
と
類
型
化
に
就
い
て
―
―	

林
那
岐
雄　

八

笹
鹿
彪
氏　

個
展
短
評	

Ａ
生　

八

東
海
林
廣
氏　

初
の
個
展	

八

日
本
画
家
報
国
会
主
催　

軍
用
機
献
納
展
グ
ラ
フ
（
其
二
）	

九

邦
画
一
如
会
展
評

　

―
―
商
品
性
と
ゴ
マ
か
し
の
上
に
―
―	

遠
山
吉
次
郎　

九

良
き
材
料
提
供
に
一
役
買
ふ
作
家
達　

く
ろ
が
ね
会
三
月
例
会	

四

売
れ
る　

愛
国
色
紙
短
冊	

四

作
家
の
選
ぶ
道

　

・
日
本
国
史
の
回
想
に
・　

・
伝
統
精
神
辿
る
人
々
・	

五

昭
和
二
十
年
に
出
来
る
「
日
本
科
学
史
」　

帝
国
学
士
院
編
纂
進
む	

五

浅
見
氏
を
囲
み　

一
杯
会	

五

翼
賛
選
挙　

映
画
の
応
援	

五

英
米
デ
マ
宣
伝
に
喧
嘩
を
買
っ
て
出
る　

レ
パ
ル
ス
号
後
日
物
語	

五

文
壇
千
一
夜	

五

世
界
文
化
界
短
信
（
二
月
中
旬
よ
り
三
月
中
旬
）	

五

作
陶
閑
談　

火
の
表
情	

河
合
卯
之
助　

六

法
隆
寺
の
塔
が
消
え
る

　

改
造
の
為
め
五
ヶ
年
間
解
体　

文
部
省
で
記
録
映
画
製
作
？	

六

東
丘
社
合
作
プ
ラ
ン　

十
組
十
作
の
対
策　

各
作
屏
風
仕
立
で
運
搬	

六

雨
海
氏
個
展
に
為
山
氏
賛
助
出
品　

三
十
年
振
の
公
表	

六

半
弓
会　

大
家
中
堅
網
羅	

六

新
院
展　

受
賞
新
同
人	

六

病
躯
を
押
し
て
精
進　

大
作
に
続
い
て
個
展
開
催

　

秋
声
画
伯
の
異
常
な
創
作
欲	
六

日
本
刀
第
七
回
展	
六

展
覧
会
案
内	

六

日
本
画
院　

第
四
回
展
開
幕	

七

熱
情
み
せ
る
美
術
創
作
展　

第
六
回
展
開
幕	

七

翠
嶂
門
の
中
堅
拙
以
個
展	

七

大
阪
女
人
展　

第
九
回
を
重
ぬ	

七

璞
友
会
第
二
回
展	

七
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文
報
十
月
幹
事
会	

一

全
国
新
聞
の
整
備　

統
合
此
処
に
成
る　

正
し
き
競
争
は
持
続
す
べ
し	

一

映
配
南
方
映
画
局
新
設

　

初
代
局
長
は
金
指
英
一
氏　

南
映
の
接
収
統
合
完
了
す	

一

美
術
創
作
家
展　

新
京
に
進
出	

一

文
化
省
設
立
提
案　

協
力
会
議
に
出
席
し
て	

久
米
正
雄　

一

従
軍
作
家
留
守
宅
訪
問
記
（
五
）

　

雨
期
に
は
い
つ
て
庭
球
も
お
や
す
み　

山
本
和
夫
の
巻	

二

評
論
部
会
と
別
個
に
評
論
家
報
国
会
結
成　

近
く
発
会
式
挙
行
の
運
び	

二

満
洲
良
男　

一
月
号
文
芸
陣　

委
員
会
で
決
定	

二

文
報　

思
想
戦
協
力
会
議　

期
日
い
よ
い
よ
決
定

　

十
七
・
八
両
日
を
期
し
開
催	

二

大
衆
小
説
の
出
版
頗
る
困
難　

一
流
作
家
で
も
続
々
不
承
認	

二

文
学
報
国
会　

各
部
幹
事
会
活
躍	

二

小
説
家
と
の
差	「
日
本
の
母
」
を
訪
ね
る
の
記
（
談
）	

富
安
風
生　

二

文
協
の
再
建
と
相
俟
ち　

愈
よ
整
備
統
合
断
行
か

　

群
小
版
元
は
有
力
版
元
の
傘
下
へ	

三

出
版
界
に
進
出
を
意
図
す
る　

問
題
の
読
売
報
知

　

近
く
日
本
の
母
を
処
女
出
版	

三

文
協
の
紛
糾
問
題	

神
洲
桜
道　

三

短
歌
俳
句
誌
大
量　

地
方
長
官
に
移
管

　

用
紙
割
当
移
管
の
影
響	

三

た
け
く
ら
べ
真
筆
版　

近
く
刊
行
さ
る	

三

十
二
月
八
日
を
期
し　

大
東
亜
戦
記
を
刊
行

　

都
下
四
大
新
聞
通
信
社
が	

三

出
版
の
知
識
（
一
）　

承
認
番
号
の
こ
と	

三

音
感
教
育
へ
渦　

専
門
家
に
疑
義
が
あ
る　

問
題
の
イ
ロ
ハ
唱
法

　

ド
レ
ミ
唱
法
復
活
論
是
非	

十

映
画
配
給
社　

正
式
許
可　

傘
下
千
九
百
余	

十

音
楽
会　

ビ
ク
タ
ー　

コ
ロ
ム
ビ
ア　

テ
レ
フ
ン
ケ
ン	

十

国
民
演
劇
参
加
作
に
晴
れ
の
情
報
局
賞　

総
裁
賞
は
「
春
の
霜
」	

十

芝
居
の
題
名
に
警
告　
ロ
ツ
パ　

エ
ノ
ケ
ン	

冠
詞
の
禁
止

　
「
国
定
忠
治
」
に
も
訂
正	

十

健
全
娯
楽
に

　

全
盛
ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン　

配
給
新
機
構
下
に
閉
め
出
し
の
方
針	

十
一

「
松
竹
兄
弟
」
劇
化
さ
る　

八
重
子
が
上
演	

十
一

毀
誉
褒
貶	

十
一

劇
場
案
内	

十
一

音
楽
舞
踊
の
会	

十
一

出
版
文
協
が
実
施
し
た　

出
版
物
の
許
可
制

　

弊
害
が
伴
ふ
疑
ひ
無
き
や	

十
二

出
版
漫
語	

十
二

第
五
八
六
号
　
昭
和
一
七
年
一
〇
月
三
日
　
八
面

文
展
開
幕
迫
る　

観
覧
者
層
の
拡
大
計
り　

産
業
戦
士
等
に
呼
か
く

　

主
査
選
衡
は
来
る
六
日	
一

新
半
島
文
化　

発
会
式
繰
上	

一

文
学
報
国
展
覧
会　

無
期
延
期
と
な
る　

都
、
国
民
両
紙
合
同
の
余
波	

一

新
芸
術
院
会
員
祝
賀　

同
声
会
主
催
で
開
催	

一

文
報　

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン　

新
し
く
設
置
決
定	

一

美
術
草
創
の
友
邦
に
贈
る　

会
員
力
作
廿
八
点

　

一
日
よ
り
表
慶
館
に
展
覧	

一
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関
西
劇
団　

十
月
陣
容
決
る	

七

小
台
・
伊
草
美
代
志
等　

新
劇
団
「
焔
座
」
を
組
織

　

近
く
地
方
公
演
を
開
始
せ
ん	

七

十
月
東
宝
の
新
演
伎
座　

出
演
者
決
る	

七

芸
能
者
の
心
身
鍛
練　

忠
霊
塔
の
勤
労
奉
仕	

七

十
二
月
八
日
を
期
し　

浪
曲
大
東
亜
戦
出
ん

　

各
社
が
競
つ
て
製
作
に
着
手
す	

八

大
東
亜
戦
争
記
録
音
盤　

決
戦
譜
ア
ル
バ
ム

　

キ
ン
グ
が
十
二
月
八
日
に
臨
発	

八

一
流
俳
優
と
外
地	

床
下
後
見　

八

報
告
号
の
歌　

近
く
お
耳
へ	

八

徴
兵
制
度
実
施
の
歌　

半
島
若
人
に
呼
び
か
く	

八

轟
の
処
女
吹
込　

阿
片
戦
争
と
決
定	

八

楽
聖
列
伝
「
シ
ヨ
パ
ン
」（
一
）	

微
風
房
主
人　

八

少
国
民
進
軍
歌　

発
表
会
決
定
す　

吹
込
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
が
獲
得	

八

大
陸
女
性
の
婦
人
歌　

キ
ン
グ
が
製
作	

八

東
京
音
楽
学
校
卒
業
式　

盛
大
厳
守
裡
挙
行
さ
る

　

恒
例
の
卒
業
演
奏
会
開
催	

八

草
間
加
壽
子
が
処
女
吹
込	

八

志
壽
太
夫
梅
次
両
師　

コ
社
専
属
と
な
る	

八

「
力
と
美
」
の
音
楽
指
導
会　

名
古
屋
市
で
挙
行	

八

第
六
一
一
号
　
昭
和
一
八
年
四
月
三
日
　
一
〇
面

文
学
者
総
力
を
挙
げ
て　

米
英
撃
滅
へ
と
驀
進
！

　

来
る
八
日
文
学
報
国
会
大
会
開
催	

一

大
政
翼
賛
会
が
開
く
初
の
全
芸
術
家
会
議　

文
学
に
呼
応
す
る
撃
滅
道	

一

再
建
を
目
指
し
て　

文
協
が
緊
急
理
事
会
開
く	

三

半
島
飾
る
国
体
明
徴
館
の
壁
画　

東
西
大
家
続
々
作
品
完
成

　

大
観
画
伯
は
じ
め
廿
二
画
伯
執
筆	

四

新
興
美
術
三
幹
部　

突
如
新
協
に
出
品　

内
部
の
動
揺
表
面
化
か	

四

西
山
翠
嶂
画
伯　

満
洲
献
画
完
成	

四

異
彩
名
流
の
出
品
に　

話
題
賑
ふ
大
輪
展

　

財
閥
の
巨
頭
と
華
族
出
身	

四

松
平
康
南
氏
個
人
展	

四

院
展　

京
都
展　

秋
日
和
に
観
客
殺
到	

四

三
輪
晁
勢
氏　

南
か
ら
帰
る	

四

廿
年
目
に
復
興
の
郷
土
に
結
ぶ
芸
術
感　

信
濃
美
術
協
会
復
興
展
開
く	

四

院
展
日
本
画
所
感
（
承
前
）	

豊
田
豊　

四

新
秋
美
術
会　

新
鋭
グ
ラ
フ	

五

展
覧
会
案
内	

五

文
化
映
画
の
統
合　

三
社
案
に
着
落
か	

六

松
竹
・
東
宝
が
放
つ　

航
空
映
画
の
三
大
作

　

近
く
公
開
の
運
び
と
な
ら
ん	

六

満
映
と
中
華
聯
映
も　
「
阿
片
戦
争
」
撮
影　

今
秋
製
作
に
着
手	

六

映
画
寸
言	
六

演
劇
界
は
雨
後
の
筍　

新
生
劇
団
続
出
す

　

一
段
と
当
局
の
取
締
要
望
さ
る	

七

映
画
館
の
演
劇
興
行
は
不
可　

日
劇
・
国
際
予
定
を
変
更
す	

七

旅
路
の
果
て　

封
切
延
期
か	

七

衣
笠
貞
之
助　

元
気
に
帰
京	

七

大
映
・
大
阪
支
店
の
機
構
を
刷
新
整
備
す　

愈
よ
全
関
西
に
乗
出
さ
ん	

七

ニ
ュ
ー
ス
一
束	

七
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文
藝
春
秋
編
輯
局
長　

齋
藤
龍
太
郎　

三

板
紙
統
制
社
長
辞
任	

三

日
配
機
構
一
部
変
更
か　

出
版
会
と
併
行
し
て	

三

長
流
画
塾
献
納
画
グ
ラ
フ	

四

連
日
殺
到
溢
る
ゝ
観
衆　

玉
堂
塾
の
献
画
報
国
展

　

崇
高
な
る
玉
堂
画
伯
の
報
国
精
神	

四

小
磯
良
平
画
伯
が
美
校
講
師
に
招
聘
さ
る	

四

高
島
屋
の
新
作
色
紙
展　

時
を
得
て
好
評	

四

日
満
華
文
化
交
流
の
第
二
回
大
東
南
宗
展

　

東
京
を
始
め
に
各
地
で
開
催	

五

東
光
会
第
十
一
回
展
の
受
賞
者
決
定
さ
る	

五

古
川
北
華
氏
個
人
展	

五

美
術
創
作
家
協
会　

懇
親
会	

五

展
覧
会
案
内	

五

街
頭
個
展
評

　

東
山
魁
夷　

旅
の
写
生
展
／
古
家
正
寿
第
二
回
個
展	

豊
田
豊　

六

中
北
支
の
工
芸
視
察
（
九
）	

大
森
光
彦　

六

第
三
十
九
回　

太
平
洋
画
会
展
評	

友
崎
寛　

六

京
都
洋
画
家
聯
盟　

陸
海
軍
献
納
画
展	

六

京
都
新
進
作
家　

斗
牛
会
展	

六

大
東
亜
戦
下
に
於
て　

美
術
の
進
む
べ
き
道

会
場
に
て　

旺
玄
社
会
員
座
談
会（
皆
見
鵬
三　

	

三
好
俊
一　

小
林
喜
代

吉　

岩
井
弥
一
郎　

市
村
雄
造　

水
戸
範
雄　

沼
田
一
郎　

千
木
良
富

士
）	

七

東
京
会
の
新
作
展　

牛
込
「
末
よ
し
」
に
開
催

　

会
期
は
五
月
上
旬
の
予
定	

七

空
襲
下
で
も
新
聞
は
発
行	

一

情
報
局
強
化
さ
る　

大
本
営
と
も
緊
密
化　

総
裁
官
房
に
審
議
室	

一

情
報
局
分
課
規
程
の
改
正
要
点
の
種
々	

一

国
民
浪
曲
賞　

受
賞
者
決
定	

一

藤
島
画
伯
年
譜
（
中
）	

一

愛
国
百
人
一
首
に
対
す
る　

巷
間
の
希
求
の
声
々

　

文
報
の
出
版
を
各
方
面
で
期
待	

二

愛
国
百
人
一
詩
（
三
）	

二

漢
詩
漢
文
学
部
会
の
役
員
近
く
内
定
か　

会
長
に
は
市
村
鑽
次
郎
氏	

二

開
拓
地
へ
の
文
学
使
節	

二

若
い
陣
営
か
ら
（
十
二
）	

二

第
二
次
特
別
攻
撃
隊
の
霊
に
捧
ぐ	

横
山
彰
夫　

二

従
来
の
仮
名
書
き
を
決
定
的
に
統
制
す　

大
童
の
外
国
文
学
部
会	

二

献
艦
献
金
へ
強
烈
な
詩
鋲	

二

岡
崎
壮
太
郞
氏
（
訃
報
）	

二

雑
誌
の
部
数
制
限
は
行
は
ず　

紙
数
制
限
を
断
行
か

　

有
力
雑
誌
百
頁
前
後
に
減
頁
？	

三

出
版
用
紙
は
更
に
大
巾
の
大
削
減
か	

三

婦
女
界
が
身
売
り	
三

文
協
・
田
中
常
務
理
事　

解
散
を
機
に
辞
任	
三

常
務
辞
任
に
伴
ひ
二
三
の
殉
職	

三

文
協
解
散
式	

三

書
評　

詩
と
郷
土
（
長
田
恒
雄
著
）	

三

新
聞
と
出
版
の
用
紙
関
係	

三

用
紙
共
販
社
長
辞
任	

三

南
方
土
産
話
（
上
）　

日
本
語
の
普
及
が
何
よ
り
緊
急
問
題
（
談
）
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ニ
ュ
ー
ス
一
束	

九

各
劇
団
の
性
格
調
べ	

九

映
画
直
言	

九

映
画　

四
月
の
封
切
番
組	

十

大
日
本
映
画
の
新
重
役　

七
取
締
に
二
監
査
決
定

　

新
社
長
に
は
菊
池
寛
氏
が
就
任	

十

　

紅
白
交
互
続
映
興
行　

い
よ
〳
〵
実
施
さ
る

　

決
戦
下
映
画
興
行
試
錬
の
秋	

十

各
ス
タ
ア
の
感
想
記	「
む
す
め
」
の
出
演
に
当
つ
て	

十

桃
太
郎
と
三
四
郎　

近
来
の
異
色
好
取
組
品　

結
局
東
宝
映
画
に
凱
歌	

十

日
映
マ
ニ
ラ
支
局
を
移
転	

十

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
攻
撃　

セ
ツ
ト
の
撮
影
開
始	

十

大
阪
志
郎
に
讃
辞　

金
子
、
青
野
の
両
氏
が	

十

「
花
咲
く
港
」
木
下
恵
介
氏
の
処
女
作
で
映
画
化
す	

十

伊
賀
山
正
徳
氏
「
海
ゆ
か
ば
」
の
後
任
監
督
決
る	

十

「
愛
機
南
へ
飛
ぶ
」　

○
○
校
生
徒
が
特
別
参
加	

十

劇
映
四
本
と
文
映
四
本

　

生
フ
ヰ
ル
ム
の
減
少
に
伴
ひ　

今
後
の
映
画
製
作
方
針
決
る	

十

　
　
　
三
　
記
事
に
関
す
る
覚
え
書
き

	
『
芸
術
新
聞
』
は
五
四
三
号
発
行
（
昭
和
十
六
年
二
月
頃
か
）
の
の
ち
一
旦

休
刊
に
入
り
、
再
刊
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
三
日
発
行
の
五
四
四
号
か
ら
と

な
る
。
右
に
紹
介
し
た
四
点
の
う
ち
、
五
〇
四
号
は
再
刊
前
に
発
行
さ
れ
た
も

の
だ
が
、「
全
芸
術
界
に
通
ず
る
唯
一
の
機
関
」（『
文
藝
時
報
』
一
五
〇
号
「
社

告
」、
昭
和
五
年
一
二
月
二
七
日
）
と
い
う
当
初
の
姿
勢
ど
お
り
美
術
・
文
学
・

新
燈
社
春
の
展
覧
会　

大
阪
三
越
に
開
催
中	

七

工
芸
会
の
献
艦
運
動
に　

京
都
工
芸
家
も
合
格

　

六
月
中
旬
に
内
示
会
を
開
催	

八

大
阪
女
流
日
本
画
展	

八

静
思
氏
個
展	

八

小
出
楢
重
氏
の
遺
作
鑑
賞
会	

八

産
業
戦
士
へ
贈
画　

西
山
画
塾
靑
甲
社
展

　

三
月
三
十
日
よ
り
京
都
大
丸
で	

八

春
陽
会
搬
入
締
切
る	

八

美
術
創
作
家
協
会
第
七
回
展
覧
会	

八

音
楽
演
奏
会
を
各
区
に
開
催
す
る　

音
楽
愛
好
の
耳
を
啓
培	

八

情
報
局
賞　

推
薦
六
氏	

八

文
化
中
央
聯
盟
の
入
選
決
定
の
舞
踊
賞	

八

愛
国
百
人
一
首
の
作
曲
家
を
訪
ね
て
（
一
）
弘
田
龍
太
郎
氏	

八

音
楽
会
社　

南
方
進
出	

八

大
衆
演
劇
入
選　

優
秀
作
品
な
く
、
五
佳
品	

八

加
藤
夏
子
の
紫
葉
会
公
演	

八

前
春
秋
社
主　

追
善
能
決
定	

八

音
楽
会
案
内	
八

特
輯　

戦
時
興
行
の
行
方
（
上
）

　

国
立
劇
場
と
し
て
演
劇
報
国
に
邁
進	

歌
舞
伎
座　

齋
藤
徹
雄　

九

　

娯
楽
は
絶
対
に
必
要	

東
宝
劇
場　

結
城
雄
次
郎　

九

　

真
摯
な
作
品
を
一
本	

帝
国
劇
場　

上
野
経
一　

九

戦
時
興
行
の
実
体
（
上
）　

昼
間
公
演
を
排
斥
す	

神
州
桜
花　

九

東
劇
春
の
芸
能
祭　

華
々
し
く
開
幕
す　

洋
楽
洋
舞
邦
楽
邦
舞
が
中
心	

九

名
題
披
露	

九
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こ
こ
に
「
論
議
区
々
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
各
論
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

•

丹
羽
文
雄
「
執
筆
開
始
」（『
文
藝
』
10
巻
2
号
、
昭
和
一
七
年
二
月
一
日
）

•

伊
藤
整
「
憂
国
の
心
と
小
説
」（『
知
性
』
昭
和
一
七
年
三
月
一
日
）

•

上
林
暁
「
私
小
説
論
議
」（『
都
新
聞
』
昭
和
一
七
年
三
月
一
九
～
二
二
日
）

•
	「

私
小
説
論
座
談
会
」（
上
林
暁
・
伊
藤
整
・
丹
羽
文
雄
）（『
新
潮
』
39
巻
5

号
、
昭
和
一
七
年
五
月
一
日
）

大
東
亜
戦
争
の
開
戦
に
際
し
、
丹
羽
が
「
執
筆
開
始
」
で
「
十
二
月
八
日
に

ぶ
つ
か
つ
て
、
お
さ
む
い
楽
屋
を
さ
ら
け
だ
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
」
私

小
説
を
安
易
な
も
の
と
批
判
し
た
の
に
対
し
、
伊
藤
は
「
憂
国
の
心
と
小
説
」

に
お
い
て
「
大
東
亜
戦
争
に
関
す
る
御
詔
勅
を
拝
読
し
、
日
本
人
た
る
の
意
識

が
自
分
の
中
に
新
し
く
洗
ひ
出
さ
れ
る
の
を
感
じ
て
か
ら
、
私
は
、
今
こ
そ
日

本
人
に
最
も
似
つ
か
は
し
い
文
学
形
式
で
あ
る
私
小
説
が
、
今
ま
で
に
あ
つ
た

自
己
懺
悔
、
自
己
潔
斎
の
道
を
と
ほ
つ
て
、
我
々
の
中
に
あ
る
憂
国
の
心
懐
を

積
極
的
に
吐
露
す
る
方
向
へ
と
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
や
う
に
な

つ
た
」
と
反
駁
、
こ
れ
を
受
け
て
上
林
は
『
都
新
聞
』
に
「
私
小
説
論
議
」
を

発
表
し
、
私
小
説
排
撃
論
と
擁
護
論
の
は
ざ
ま
で
「
議
論
は
議
論
と
し
て
眺
め

な
が
ら
、
さ
う
い
ふ
論
議
の
外
に
立
つ
て
自
分
の
文
学
を
貫
き
た
い
」
と
中
立

的
な
立
場
を
取
る
。『
新
潮
』
五
月
号
の
座
談
会
は
「
強
ひ
て
氏
（
杲
注
・
丹
羽

の
こ
と
）
を
反
駁
し
た
い
と
い
ふ
気
持
に
な
ら
ず
、
逢
つ
て
よ
く
話
し
て
見
た

い
と
い
ふ
気
持
に
さ
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
伊
藤
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
た
形
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
座
談
会
直
前
の
『
藝
術
新
聞
』
特
集
は
、
議
論
の
当

事
者
で
あ
る
丹
羽
・
伊
藤
・
上
林
の
ほ
か
渋
川
驍
・
堀
辰
雄
の
私
小
説
論
も
加

え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
こ
う
し
た
紙
上
特
集
が
組
ま
れ
た
い
き
さ
つ
は
詳
ら
か
で
は

な
い
が
、
伊
藤
の
「
藝
術
新
聞
の
草
田
さ
ん
が
見
え
て
、
私
小
説
に
つ
い
て
何

演
劇
・
映
画
の
各
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は

再
刊
後
も
「
日
本
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
芸
術
新
聞
と
し
て
（
略
）
本
紙
の
編

輯
内
容
は
、
文
学
、
美
術
、
演
劇
、
映
画
、
音
楽
、
舞
踊
、
出
版
の
各
界
に
亘

り
、
時
に
時
事
を
論
じ
、
ま
た
一
般
文
化
に
及
ぶ
」（
五
四
四
号
・「
時
評
―
再

刊
に
際
し
て
」）
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
が
、
再
刊
後
は
情
報
局
や
大
政
翼
賛

会
と
の
連
携
を
強
め
、
国
策
に
添
う
形
で
の
記
述
が
基
本
と
な
る
。
こ
う
し
た

傾
向
は
す
で
に
五
〇
四
号
に
お
い
て
も
、「
日
本
文
芸
中
央
会
結
成
」（
六
面
）、

「
報
国
歌
人
会
結
成
」（
同
）、「
芸
能
報
国
へ　

本
月
中
に
結
成
の
国
民
文
化
聯

盟
」（
九
面
）
と
い
っ
た
記
事
の
性
格
に
顕
著
で
あ
る
。

再
刊
前
の
一
号
分
で
は
あ
る
が
、
詳
細
が
判
明
し
て
い
な
い
三
七
三
～

五
四
三
号
の
内
容
を
推
し
量
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。

文
壇
関
連
の
話
題
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
五
六
〇
号
の
特
集
「
再
燃
し

た
…
私
小
説
論
争
を
め
ぐ
つ
て
」
に
寄
稿
さ
れ
た
伊
藤
整
・
丹
羽
文
雄
・
渋
川

驍
・
堀
辰
雄
・
上
林
暁
ら
の
言
説
で
あ
る
。
記
事
に
は
前
置
き
と
し
て
次
の
様

な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

数
年
前
、長
篇
小
説
云
々
の
呼
称
に
問
題
と
さ
れ
た
「
私
小
説
論
」
は
、

大
東
亜
戦
下
、
作
家
の
自
己
潔
斎
、
自
己
反
省
の
呼
声
に
ふ
た
ゝ
び
新

た（
マ
マ
）ら

に
姿
を
浮
び
上
ら
せ
て
来
た
。
問
題
の
発
端
は
丹
羽
文
雄
氏
の
「
文

藝
」
に
発
表
せ
る
「
執
筆
開
始
」
に
私
小
説
論
に
言
及
せ
る
を
、
伊
藤
整

氏
が	「
知
性
」
に
こ
れ
が
駁
論
連
載
、
次
い
で
、
上
林
暁
氏
が
「
都
新
聞
」

紙
上
に
両
者
に
応
酬
し
た
も
の
、「
新
潮
」
で
は
五
月
号
に
「
私
小
説
論
座

談
会
」
を
掲
載
す
る
と
い
ひ
、
論
議
区
々
と
な
る
を
、
本
紙
は
こ
こ
に
各

作
家
各
論
を
蒐
め
て
紙
上
討
論
と
な
す
。
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か
意
見
を
述
べ
よ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
草
田
氏
は
僕
の
処
へ
来
る
前
に
丹
羽

君
の
と
こ
ろ
で
、同
じ
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
も（

マ
マ
）め

た
」
と
い
う
述
懐
か
ら
は
、

同
紙
の
文
壇
動
向
に
対
す
る
積
極
的
な
関
心
が
看
取
さ
れ
る
。
丹
羽
と
伊
藤
の

「
私
小
説
」
に
対
す
る
見
解
は
正
反
対
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
十
二
月
八
日
」

の
詔
勅
・
開
戦
に
対
す
る
心
境
の
吐
露
を
安
易
な
も
の
に
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
点
で
は
両
者
の
立
場
は
同
じ
で
あ
り
、
時
局
に
慮
る
同
紙
の
側
面
は
こ
う

し
た
点
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
議
論
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
・
考
察
は
割
愛
す
る
が
、

『
藝
術
新
聞
』に
寄
稿
さ
れ
た
五
氏
の
各
論
は
全
集
未
収
録
の
も
の
も
含
ま
れ
て

お
り
（
管
見
の
限
り
で
は
、
全
集
収
録
が
確
認
さ
れ
る
の
は
上
林
暁
の
言
説
の

み
で
あ
る
）、時
勢
下
に
お
い
て
再
浮
上
し
た
私
小
説
議
論
の
実
態
を
把
握
す
る

上
で
不
可
欠
な
資
料
だ
と
思
わ
れ
る
。

五
八
六
号
お
よ
び
六
一
一
号
は
目
録
①
と
目
録
③
で
「
欠
号
」
と
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
戦
局
が
進
む
に
つ
れ
記
事
の
内
容
も
「
報
国
会
」「
翼
賛
会
」

に
関
連
す
る
記
事
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
出

版
用
紙
等
物
資
不
足
の
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
週
一
回
の
ペ
ー
ス
を
ほ
ぼ
崩
す

こ
と
な
く
同
紙
は
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
期
の
芸
術
各
分
野
の
動
向
を
知
る

上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
目
録
③
で
は
六
一
九
号
・
六
二
五
号
・
六
三
一
号
は
そ
れ
ぞ
れ
四
面
構

成
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
と
し
て
信
州
大
学
附
属
図
書

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
藝
術
新
聞
』
は
い
ず
れ
も
八
面
構
成
で
あ
る
。
紙
面

数
の
相
違
は
落
丁
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
二
種
類
の
『
藝
術
新
聞
』
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
今
後
の
調
査
に
委
ね
た

い
。
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